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実施協議結果 

 

 事前評価調査団帰国後、R/D の署名・交換に先立ち JICA カンボジア事務所及び MOWRAM との

間で最終協議を行い、プロジェクトの基本計画の内、上位目標、プロジェクト目標、成果につい

て一部修正することで合意した。修正後の基本計画は以下の通り。 

○上位目標 

育成された MOWRAM 及び PDWRAM の技術者によって実施された灌漑事業地区において、

効率的に水資源が利用されることにより農業生産が安定し、農家の生計が改善される。 

 

○プロジェクト目標 

1. 水資源気象省（MOWRAM）及び同省地方事務所（PDWRAM）の技術力が向上する。 

2. パイロットサイトにおける活動に参加した農民が自主的に末端水路の水管理を実施でき    

るようになる。 

 

○成果 

・成果 1：TSC において、 

成果 1-1：研修システムを確立する。 

活動 1-1-1：カリキュラムを作成する。 

1-1-2：マテリアルを作成する。 

成果 1-2：技術マニュアルを整備する。    

活動 1-2-1：マニュアルリストを作成する。 

活動 1-2-2：マニュアルを編纂する。 

活動 1-2-3：マニュアルをクメール語に翻訳する。 

成果 1-3：技術情報の管理を行う。 

活動 1-3-1：技術情報の収集、整理を行なう。 

活動 1-3-2：技術情報の提供を行なう。  

・成果 2：TSC での研修及びモデルサイトでの OJT を通じて MOWRAM 及び PDWRAM の技   

術者の技術力が向上する。 

活動 2-1：TSC で MOWRAM と PDWRAM の技術者に対し研修を実施する。 

活動 2-2：モデルサイトで MOWRAM と PDWRAM の技術者に対し OJT を実施する。 

・成果 3：TSC の技術支援の下、パイロットサイトにおいて、 

成果 3-1：PDWARM の技術者により農民が用水にアクセスしやすい末端水路が建設され   

る。 

成果 3-2：農民が PDWRAM と協力しながら末端水路の水管理活動を開始する。 

            活動 3-1：末端水路の建設のための技術支援活動を行う。 

活動 3-2：参加型水管理のための技術支援活動を行う。 
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また、併せて以下の点について双方で確認した。 

(1) 協力期間 

      事前評価調査時には 2006 年 1 月から 3 年 6 カ月としていたが、2006 年 1 月 10 日～2009 年     

7 月 9 日までとした。 

 

(2) TSC センター長の位置付け 

      当初、TSC の組織化後に就任予定の TSC センター長は C/P の一人と位置づけていたが、プ 

ロジェクト実施上重要な役割を果たすことから、MOWRAM 灌漑農業局長（Director of Irrigated 

Agriculture Department）、技術局副局長（Deputy Director of Engineering Department）とともに

“Project Sub-Manager”と位置付けることとした。 

 

上記協議を経た後、2006 年 1 月 4 日に双方の間で R/D 及び実施協議議事録（M/M）の署名・   

交換がなされた（日本国側：JICA カンボジア事務所 力石所長、カンボジア国側：MOWRAM  

Veng Sakhon 次官）。なお、実施協議 M/M には PDM 及び暫定実施計画（Tentative Schedule of 

Implementation：TSI）が添付されている。 

 

 



 
 
 
 
 
 

付 属 資 料 

 
 
 
 

1. 事前評価調査 M/M（2005 年 11 月 7 日署名・交換） 

 

2. R/D（2006 年 1 月 4 日署名・交換） 

 

3. M/M（2006 年 1 月 4 日署名・交換） 
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